
親
鷺
教
学

に
お
け
る
末
法
思
想

の
意
義

(
菊

藤
)

親
鷺
教
学

に
お
け
る
末
法
思
想
の
意
義

菊

藤

明

道

鎌
倉
仏
教
の
諸
宗
が
、
そ
の
宗
教
的
使
命
と
し
て
末
法
思
想
の
超
克

と
い
う
重
大
な
課
題
を
、
共
通
的
に
抱
え
て
い
た
こ
と
は
周
知
の
如
く

で
あ

る
。
然
る
に
、
そ
れ
ら
各
宗
の
祖
師
た
ち
は
、
そ
の
教
学
確
立
に

当
つ
て
同
じ
末
法
思
想
の
洗
礼
を
受
け
つ
つ
も
、
各

々
異
な
つ
た
形
態

を
も

つ
て
そ
れ
を
超
克
せ
ん
と
し
た
。
例
え
ば
、道
元

の
場
合
、
仏
法
は

時
と
機
に
対
応
す
る
も
の
で
な
く
、
寧
ろ
そ
れ
ら
を
超
越
す
る
も
の
で

あ
る
と
の
立
場
よ
り
、
正
像
末
の
三
時
を
立
て
る
こ
と
さ
え
も

一
途
の

方
便

で
あ
る
と
し
て
自
力
修
道
の
実
践
を
力
説
す
る
。

ま
た
、
日
蓮
に

お
い
て
は

「末
法
に
入
つ
て
二
百
余
歳
」
「
末
法
之
初
」
等
枚
挙

に
暇

な
い
ほ
ど
の
語
を
も
つ
て
末
法
を
強
調
し
、
然
も
、
時
ま
さ
に
末
法
な

る
が
故
に
法
華
経
を
如
説
修
行
す
る
に
最
適

で
あ
る
と
し
、
末
法
こ
そ

法
華
経
広
宣
流
布
の
正
時
た
る
こ
と
を
力
説
し
て
末
法
為
正
の
理
念
を

打
ち
出
し
、
以
て
末
法
思
想
の
正
像
末
衰
退
下
降
の
思
想
を
超
克
せ
ん

(
1
)

と
し
た
の
で
あ
る
。

か
く
て
、
同
じ
末
法
思
想
と
対
決
し
つ
つ
も
、
各
自
の
宗
教
体
験
に

よ
つ
て
そ
れ
が
濾
過
さ
れ
て
来
る
中
に
、
極
め
て
趣
を
異
に
し
た
意
義

が
見
出
さ
れ
て
来
る
の
で
あ
る
が
、
い
ま
、

法
然
の
教
学
を
う
け
て
他

力
向
下
門
的
実
践
道
を
徹
底
し
て
打
ち
出
し
た
と
見
ら
れ
る
親
鷺
の
教

学
に
お
い
寵
、
末
法
思
想
は
如
何
に
把
握
さ
れ
、
如
何
な
る
意
義
を
持

つ
も
の
で
あ
つ
た
か
若
干
考
察
し
て
お
き
た
い
。

一

親
轡
 が
時
機
相
応
を
強
調
し
た
こ
と
は

『
教
行
信
証
』
の

「化

身
土
巻
」
に

『
安
楽
集
』
の
文
を
引
用
し
て
、

又
云
。
有
下明
二教
興
所
由
↓
約
レ時
被
レ機
勧
中
帰
浄
土
上者
、
若
機
教
時
乖
難
レ

修
難
レ
入
。
正
法
念
経
云
。
行
者

一
心
求
レ道
時
、
常
当
三観
二察
時
方
便
叩
若

不
レ得
レ時
無
二方
便
↓
是
名
為
レ失
、
不
レ名
レ
利
。
何
者
如
下贋
二湿
木
一以
求
レ

火
、火
不
レ可
レ得
、
非
レ時
故
、
若
折
二乾
薪
一以
覚
レ水
、
水
不
レ可
レ得
、
無
占

智
故
。
(真
聖
全
二
.
卿
)

と
述
べ
、
ま
た

『
正
像
末
和
讃
』
に
お
い
て
、

像
法
の
と
き
の
智
人
も
、
自
力
の
諸
教
を
さ
し
お
き
て

時
機
相
応
の
法
な

れ
ば
、
念
仏
門
に
ぞ
い
り
た
ま
ふ

(真
聖
全
二
・
五
一
九
)

と
詠
ん
で
い
る
こ
と
に
よ
つ
て
も
明
ら
か

で
あ
る
が
、
果
し
て
親
黛
の

教
学
に
お
い
て
、
単
に
時
機
相
応
の
論
理
を
も
つ
て
そ
れ
が
形
成
さ
れ
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で
い
つ
た
と
片
付
け
ら
れ
て
よ
い
も
の
で
み
ろ
う
か
ぴ
即
ち
v
末
法
の

歴
史
の
渦
中
に
投
げ
出
さ
れ
た
存
在
と
し
て
、
単
に
浄
土
思
想
の
彼
岸

性

の
み
に
託
す
る
歴
史
の
創
造
者

・
主
体
者
た
り
得
ぬ
存
在
で
あ
つ
た

で
あ
ろ
う
か
。
い
ま
、

こ
の
点
を
特
に
考
慮
し
つ
つ
、
そ
の
末
法
思
想

を
教
学

全
体

の
上
に
眺
め
て
み
た
い
。

二

親
黛
の
著
作
の
上
に
末
法
思
想
に
関
す
る
記
述
を
拾
つ
て
み
る

と
、
①
正
信
念
仏
偶

(真
聖
全
二
・
45
)
②
念
仏
正
信
偶

(真
聖
全
二
・

靭
)
③
入
出
二
門
偶
頗

(真
聖
全
二
・
鰯
)
④
高
僧
和
讃

(道
緯
讃

・
真
聖

全
二
。
甥
)
⑤
正
像
末
和
讃

(真
聖
全
二
・
漁
ー
搬
)
等
が
あ
り
、

五
濁

…

悪
世

の
語

は
浄
土
和
讃
、
高
僧
和
讃
、

正
像

末
和
讃
、
尊
号
真
像
銘

文
、
唯
信
紗
文
意
、
末
燈
紗
、
浄
土
文
類
聚
紗
、

入
出
二
門
偶
頗
、
御

消
息
集
等

に
極
め
て
多
く
見
出
さ
れ
て
く
る
と

こ
ろ

で
あ
る
。
而
し

て
、
主
著

『
教
行
信
証
』
の
上
で
は
特
に

「
化
身
土
巻
」
に
お
い
て
三

願
転
入

の
自
督
、
仰
信
の
自
督
の
文
に
続
い
て
、

信
知
、
聖
道
諸
教
、
為
二在
世
正
法
一而
全
非
二像
末
法
滅
之
時
機
↓
已
失
レ時

乖
レ機
也
。
浄
土
真
宗
者
、
在
世
正
法
、
像
末
法
滅
、
濁
悪
群
蔚
斉
悲
引
也
。
.

(真
聖
全
二
・
鰯
)

と
述

べ
て
、
聖
道
門
が
像
末
法
滅
の
時
機
に
於

て
は
全
く
名

の
み
で
実

な
き
教
法

で
あ
り
、
浄
土
真
宗

の
み
が
在
世
正
法
像
末
法
滅
も
関
わ
り

な
く
濁
悪

の
群
蔚
を
同
じ
く
導
く
も
の
な
る
こ
と
を
力
説
し
、
さ
ら
に

然
接
二
正
真
教
意
一披
二古
徳
伝
説
↓
顕
ご開
聖
道

・
浄
土
真
仮
7
教
二誠
邪
偽

、
異
執
外
教
7
勘
二決
如
来
浬
繋
之
時
代
↓
開
二示
正
像
末
法
旨
際
幻
(真
聖
全

二
・
螂
)

と
述
べ
た
あ
と
道
緯
の

『
安
楽
集
』
よ
り
四
文
引
用
し
、
そ
れ
ら
を
結

ん
で爾

者
、
横
悪
濁
世
群
生
、
不
レ知
二末
代
旨
際
↓
殿
二僧
尼
威
儀
幻
今
時
道
俗
、

思
二量
己
分
⑩
(真
聖
全
二
・
瑠
)

と
極
め
て
痛
烈
な
語
調
を
以
て
そ
の
時
代
意
識

を
打
ち
出
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
こ
の
、
「
今
時
道
俗
思
二量
己
分
こ

の
文
に
就

い
て
、
学
者

の
申
に
は
そ
れ
が
当
代
に
於
け
る
現
実
の
聖
道

門
諸
教
団
を
批
判
し
て

な
さ
れ
た
も
の
と
の
意
見
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
先
学
も
指
摘
さ
れ
る
ご

 こ

と
く
、
あ
く
ま
で
末
法
と
い
う
三
時
説
に
よ
る
歴
史
的
立
場
に
於
け
る

聖
浄
決
判
と
し
て
の
教
法
的
性
格
を
持

つ
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
の
が

妥
当
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
こ
れ
に
続
い
て
三
時

教
を
按
じ
、
『
賢
劫
経
』
『
仁
王
経
』

『
浬
藥
経
』
等
の
説
に
依
つ
て
、
既
に
末
法
に
入
つ
て
六
百
八
十
三
歳

に
な
る
こ
と
を
述
べ
、
次
に
最
澄
の

『末
法
燈

明
記
』
全
文
三
千
五
百

三
十
余
文
字
中
、

二
千
百
三
十
余
文
字
を
引
用

す
る
の
で
あ
る
が
、
こ

の

『
末
法
燈
明
記
』
の
引
意
に
つ
い
て
は
已
に

諸
説

が
示
さ
れ

て
い

る
。

い
ま
、
そ
の

一
端
を
挙
げ
る
と
、
(
1
)
末
代

の
旨
際

・
僧
尼
の
威
儀

を
知
ら
し
め
、
新
し
い
沙
弥
生
活

へ
の
理
解
を

要
求

し
た
と
す
る
も

の
、
(
2
)
末
代
の
僧
俗
の
相
を
表
わ
し
こ
れ
ら
の
僧
俗
が
弥
陀
の
本
願
に

救
わ
れ
る
正
機
な
る
こ
と
を
示
し
た
と
す
る
も

の
、
(
3
)
正
法
の
時
機
は

五
律
四
阿
含
の
教
法
に
よ
り
行
証
を
得
る
が
、
像
末
に
お
い
て
は
元
戒

親
鷺
教
学

に
お
け

る
末
法
思
想

の
意
義

(
菊

藤
)
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親
鷺
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学
に
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末
法
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藤
)

比
丘
が
救
い
の
対
称
と
な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
故
に
、
聖
道
門
は
末
法

を
救
い
得
ず
元
戒
名
字
の
比
丘
を
摂
取
す
る
浄
土
門
こ
そ
真
実
教
で
あ

る
と
す
る
も
の
、
(
4
)
叡
山
の
第

一
人
者
た
る
最
澄
の
著
作
と
い
う
こ
と

で
最
も
影
響
力
、

説
得
力
有
る
も
の
と
し
て
引
用
し
た
等

の
諸
説
が
見

ら
れ
る
が
、
そ
の
引
用
の
真
意
を
伺
う
に
は
、
や
は
り
親
攣
教
学
全
体

の
上
に
、
末
法
思
想
が
如
何
に
関
わ
つ
て
来
る
か
を
見
な
け
れ
ば
な
る

ま
い
。
よ
つ
て
、
更
に

『和
讃
』
そ
の
他
の
上
に
、

こ
れ
を
窺
つ
て
み

る
と
、

ま
ず

『
正
像
末
和
讃
』
に
お
い
て
、

釈
迦
如
来
か
く
れ
ま
し
ま
し
て

二
千
余
年
に
な
り
た
ま
ふ

正
像
の
二
時

お
は
り
に
き

如
来
の
遺
弟
悲
泣
せ
よ

末
法
五
濁
の
有
情
の

行

・
証
か
な
は
ぬ
と
き
な
れ
ば

釈
迦
の
遺
法
こ
と

ご
と
く

竜
宮
に
い
り
た
ま
ひ
に
き

(真
聖
全
二
・
珊
)

等

々
、
今
ま
さ
に
正

・
像
二
時
の
終
わ
つ
た
こ
と
を
悲
歎
し
、
か
か
る

白
法
隠
…滞
せ
る
世
に
は
、
唯
弥
陀
の
本
願
を
信
じ
摂
取
不
捨
の
利
益
に

よ
つ
て
元
上
覚
を
さ
と
る
以
外
に
出
離
の
道
な
き
こ
と
を
示
し
て
、

末
法
第
五
の
五
百
年

こ
の
世
の
一
切
有
情
の

如
来
の
悲
願
を
信
ぜ
ず
ば

出
離
そ
の
期
は
な
か
る
べ
し

(真
聖
全
二
・
柳
)

等
と
詠

ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
然
る
に
、
か
か
る
末
法
思
想
は
、
特
に

親
鷲
に
お
い
て
そ
の
自
己
内
観
の
上
に
極
め
て
重
要
な
意
義
を
持

つ
も

の
で
あ

つ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
即
ち
、
末
法
極
悪
人
観
強
調
の
立
場

が
そ
れ

で
あ
り
、
『
唯
信
紗
文
意
』
に
、

し
か
れ
ば
い
ま
こ
の
よ
を
如
来
の
み
の
り
に
末
法
悪
世
と
さ
だ
め
た
ま
へ
る

ゆ

へ
は

一
切
有
情

ま
こ
と
の
こ
こ
ろ
な
く
し
て
…
…
悪
を

の
み

こ
の
む
ゆ

へ

に
…
…

(真
聖

全
二

・
鰯
)

と
末

法

思

想

の
上

に

一
切

有

情

の
罪

悪

性

が
語

ら

れ
、

『
和

讃

』
に

「
浄

土

真

宗

に

帰

す

れ

ど

も
、

真

実

の
心

は

あ

り
が

た

し

」

と

か
、

「
悪

性

さ
ら

に

や

め

が

た

し
、

こ

こ
ろ

は

蛇

蜴

の
ご

と
く

な

り
」

(
真

聖
全

二

・

柳
)
と
特
に
自
己
の
罪
悪
性
を
徹
底
し
て
吐
露

し
て
い
る
の
で
あ
る

が
、
こ
れ
は

『
教
行
信
証
』
「信
巻
」
に
お
い
て
も

「
誠
知
、
悲
哉
、
愚

禿
鷺
、
沈
三没
於
二愛
欲
広
海
一云
々
」
(真
聖
全
二
・
80
)
等
と
悲
痛
な
語

調
を
以

つ
て
述
懐
さ
れ
て
く
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
か
か
る
極
悪
人
観
強

調
の
背
後
に
は
、
明
ら
か
に
末
法
思
想
が
強
く
影
響
し
て
い
る
こ
と
が

理
解
さ
れ
る
の
で
あ
り
、

そ
れ
は
先
述
の

『
末
法
燈
明
記
』
の
引
意
の

上
で
も
、
親
鷺
は
決
し
て
そ
こ
に
説
か
れ
る
安
易
な
諦
観
と
自
己
弁
護

を
示
そ
う
と
す
る
の
で
は
な
く
、
寧
ろ
、
そ
の
よ
う
な
末
法
時
の
凡
夫

の
罪
業
を
末
法
で
あ
る
こ
と
の
故
に
糊
塗
し
て
い
く
態
度
と
は
逆
に
、

ど
こ
ま
で
も
個

の
自
覚
に
お
い
て
罪
悪
深
重
の
反
省
を
深
め
て
い
つ
た

(
4
)

こ
と
が
理
解
さ
れ
得
る
の
で
あ
る
。

三

か
く
て
、
親
鷺

の
教
学
は
末
法
極
悪
人

観
強
調

の
立
場

の
上

に
、
か
か
る
仏
と
断
絶
せ
る
極
悪
者
が
如
何
に
救
済
さ
れ
成
仏
せ
し
め

ら
れ
て
い
く
か
が
そ
の
中
心
課
題

で
あ

つ
た
。
即
ち
、
「信
巻
」
に
は

自
己
の
罪
悪
性
を
悲
歎
述
懐
し
た
後
、
『浬
葉
経
』
を
長

々
と
引
用
し
、

諺
大
乗
、
五
逆
罪

・
一
閾
提
等
の
難
治
難
化
の
三
病
人
こ
そ
正
し
く
本

願
所
被
の
機
な
る
こ
と
を
示
し
、
「行
巻
」
に
於
て
も
、
無
量
寿
如
来
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会
文
、

大
阿
弥
陀
経
文
、
平
等
覚
経

の
文
、
悲
華
経
の
文

(真
聖
全
二
・

6

8
)
等
を
引
用
し
て
、
そ
こ
に
無
明
極
悪
者
の
赤
裸
な
姿
を
見
出

し
、
而

し
て
、
か
か
る

一
切
無
明
者
の
無
明
を
よ
く
破
す
る
も
の
と
し

て
称
名
破
満
の
釈
を
あ
げ
、
さ
ら
に

一
乗
海
釈
に
於
て
も
、
煩
悩
生
死

界

の
存

在
た
る
逆
諺
閲
提
の
極
悪
者
を
も
、
煩
悩
即
菩
提
、
生
死
即
浬

繋
の
大
悲
智
慧
海
に
転
入
せ
し
め
る
論
理
を
極
め
て
力
強
く
展
開

し
て

い
つ
た

の
で
あ
る
。
か
く
て
、
親
鷲
は
ど
こ
ま
で
も
末
法
を
主
体
的
に

把
え
、

そ
こ
か
ら
超
世

の
勝
法
た
る
弥
陀
法
に
よ
つ
て
の
み
人
生
の
新

し
い
意
義
が
見
出
さ
れ
て
来
る
と
し
た
と
こ
ろ
に
、
仏
法
の
真
な
る
展

開
と
宗
教
性
の
深
化
が
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
而
し

て
、
「化

身
土

巻
」
に
示
さ
れ
る
仮
偽
の
宗
教

へ
の
鋭
い
批
判
と
相
侯
つ
て

「信
巻
」

真
仏
弟
子
釈
に
示
さ
れ
て
く
る
力
強

い
信

心
の
行
者
の
姿
、

す
な
わ

ち
、言

二真
仏
弟
子
一者
、
真
言
対
レ偽
対
レ仮
也
。
弟
子
者
釈
迦
諸
仏
之
弟
子
、
金

剛
心
行
人
也
。
(真
聖
全
二
・
75
)

等
と
述

べ
ら
れ
る
如
き
、
真
の
釈
尊
の
弟
子
、
真

の
仏
教
徒
で
あ
る
と

の
主
張
、

さ
ら
に
は

『
教
行
信
証
』
前
五
巻
の
中
で
唯

一
箇
所
引
用
さ

れ
る

『
観
経
』
に
よ
つ
て

「
若
念
仏
者
、
当
レ
知
此
人
是
人
中
分
陀
利

華
」
と
述

べ
、
ま
た

『
散
善
義
』
を
引
い
て
真

の
念
仏
の
行
者
を
し
て

「
好
人
」
「妙
好
人
」
「
上
上
人
」
「
希
有
人
」
「
最
勝
人
」
と
称
え
、
さ

ら
に
は

「
弥
勒
に
同
じ
き
人
」
「如
来
と
等
し
き
人
」
等
と
ま

で
嘆

じ

た
の
は
、

か
瓦
る
末
法
五
濁

の
悪
世
を
も
よ
く
超
克
し
て
、
ど
こ
ま
で

も
大
乗
仏
教
の
真
精
神
を
体
認
し
て
真
実
に
生
き
行
く
念
仏
者

の
姿
の

尊
さ
を
そ
こ
に
力
説
せ
ん
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
か
く
て
、
親
鶯
に
於

け
る
末
法
思
想
の
主
体
的
把
握
は
、
初
め
に
触
れ
た
道
元
の

「末
法
方

便
説
」
や
日
蓮
の

「
末
法
為
正
」
の
立
場
と
は
明
ら
か
に
色
彩
を
異
に

す
る
も
の
で
あ
り
、
而
し
て
、
親
鷲
こ
そ
末
法

の
歴
史
的
現
実

の
さ
中

に
在
つ
て
歴
史
を
意
識
し
、
し
か
も
人
間
存
在

の
現
実
に
潜
む
矛
盾
を

内
か
ら
問
題
と
し
、
そ
の
現
実
と
仏
法
と
の
新
し
い
結
合
の
契
機
と
し

(5
)

て
末

法

を
把

え

て

い

つ
た

と

い
え

よ

う
。

即

ち
、

親

鶯

の
教
学

に

於

け

る

末

法
思

想

の
主

体

的

把

握

と

そ

の
展

開

が
、

そ

の
ま

瓦
末

法

思

想

の

超

克

を

意
味

す

る

の

で
あ

り
、

そ

こ

に
末

法

の
世

を

超
克

し

て
歴

史

の

真

の
主
体

者

た

り
得

た

親

攣

の
姿

が

極

め

て
鮮

明

に
浮

ぴ
あ

が

つ

て
来

る

の

で
あ

る
。

1
 
日
蓮

の
末
法
為
正

の
意
味

に

つ
い
て
は
町
田
是
正
氏
論
文

「
末
法
思
想

に
関
す
る
試
論
」
ー

「
末
法
為

正
」

(
日
蓮
)

の
意
味

に
つ
い
て
ー

(
日
本

仏
教
学
会
年
報

34
)
参
照
。

2
 
石
田
充
之
博
士

「
鎌
倉
浄

土
教

成
立

の
基
礎
研
究
」
P
謝
ー
捌
参

照
。

3
 
柏
原
祐
泉
氏

「
親
鷺

に
お
け
る
末
法
観

の
構
造
」

(大

谷

学
報

第
29
巻

二
号

・
P
26
)
参
照
。

4
 
石

田
瑞
麿
氏
は

「
親
鷺

と
末
法
思
想
」

(
印
仏
研
究
十

二
巻

二
号
)

で

『
末
法
燈
明
記
』
引
用
に
お
け
る
親
黛

の
取
捨
選
択
の
態
度

か
ら

こ
の
点

を
指
摘

さ
れ
て
い
る
。

5
 
藤
本
浄
彦
氏
論
文

「浄

土
教
に
お
け
る

宗

教

的

主
体

性

の

一
断

面
」

(浄

土
宗
学
研
究
第
四
号

・
P
鰯
)

参
照
。

親
鷺
教
学

に
お
け
る
末
法
思
想

の
意
義

(菊

藤
)
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